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新型インフルエンザの感染拡大防止について（通知）

　国内における新型インフルエンザの感染拡大や死亡例を受けて、舛添厚生労働大臣は８月１９日緊急に記者会見し、国民に対し改めて感染拡大防止の徹底を呼びかけました。
また、幼児、高齢者や、慢性呼吸器疾患等の基礎疾患がある者など重症化するリスクが高いと考えられる場合の一層の感染予防対策が必要とされています。

　県内でも、７月中旬から急速に感染者が拡大し、社会福祉施設での集団発生事例も増加してきています。
　つきましては、下記の事項に留意の上、施設内の感染防止対策に更に万全を期されるよう、各施設への周知をお願いします。

　なお、現時点においては、社会福祉施設等への臨時休業の要請は行っていませんが、今後、県からの情報提供には十分留意していただきますよう併せてお願いします。

記

１　感染拡大防止措置

（１）職員への正確な情報伝達と情報の共有化

（２）利用者、家族等への周知、正確な情報提供

（３）マスクの着用や手洗いの励行、消毒など感染防止対策の一層の徹底

（４）施設内の衛生管理の徹底

（５）きめ細かな健康観察とインフルエンザ様症状の早期発見
（６）特に、重症化するリスクが高いと考えられる基礎疾患がある者等（※）への感染予防及び感染拡大防止の徹底
	※重症化するリスクが高いと考えられる基礎疾患がある者等
　妊婦、幼児、高齢者、慢性呼吸器疾患・慢性心疾患・代謝性疾患（糖尿病等）・腎機能障害・免疫機能不全（ステロイド全身投与等）等を有しており治療経過や管理の状況等を勘案して医師により重症化へのリスクが高いと判断される者等


　　

２　その他留意事項
（１）７月１０日以降、急な発熱と咳（せき）またはのどの痛みなど「インフルエンザ」様症状がある方は、これまでの「発熱外来」から「すべての医療機関」で受診できるようになっています。受診する際には、必ず事前に医療機関に電話した上で受診してください。
（２）特に、重症化するリスクが高いと考えられる基礎疾患がある者等が感染した場合、あるいは感染のおそれがある場合、速やかに受診できるよう特段の配慮をしてください。
（３）新型インフルエンザに関する相談は、最寄りの保健所等の「発熱相談センター」へ相談してください。

（４）施設内で、新型インフルエンザ様症状を有する者が集団発生（クラスター）した場合は、速やかに保健所へ連絡してください。


新型インフルエンザ関連（緊急・重要）





《県健康福祉部の担当課》


○老人福祉施設・介護保険施設、事業所：高齢者福祉課


（電話　0852－22－5204　FAX　0852－22－5238）


○障害児・者施設、事業所：障害者福祉課


（電話　0852－22－5239　FAX　0852－22－6687）


○児童福祉施設：青少年家庭課　（電話　0852－22－5645　FAX　0852－22－6045）


○救護施設・社会事業授産施設：地域福祉課


（電話　0852－22－5234　FAX　0852－22－5448）











